
令和８年度 「化学」 

出題意図 

問題１ 反応速度論に関する基礎的な知識や理解度、計算能力を問う。 

問１ 反応速度論の基礎的知識を問う。 

問２ 基礎的な計算である平均速度を適切に計算する力を問う。 

問３ 近似が成立する条件を見出す思考力を問う。 

問４ 近似式と実験データの関係性を見出し、目的の速度定数を適切に計算する能力を問う。 

問５ 速度定数と温度の関係の理解度を問う。 

問６ 反応速度と触媒に関する理解度、および熱力学との横断的な理解度を問う。 

 

問題 2 島根県に存在する銀山に関連した銀および銅に関する知識をみる。 

問 1 銀結晶の充填に関する知識をみる。 

問 2 銀結晶（面心立方格子）の配位に関する知識をみる。 

問 3 銀結晶（面心立方格子）における銀原子の充填および密度に関する知識をみる。 

問 4 銀と酸との反応、銀イオンと塩化物イオンとの反応および塩化銀に関する知識をみる。 

問 5 銅の空気中における酸素との反応についての知識をみる。 

問 6 銅と酸との反応、銅イオンと塩基との反応に関する知識をみる。 

問 7 銅の錯イオンに関する知識をみる。 

問 8 銅のイオン化傾向に関する知識をみる。 

 

問題３ 硫酸に関する基礎的な知識，理解力および計算力をみる。 
問１ 接触法に関する基礎的な知識をみる。 
問２ 硫酸の質量パーセント濃度からモル濃度を求める計算力をみる 
問３ 硫酸の性質に関する基礎的な知識をみる 
問４ 硫酸の電離に関する基礎的な知識をみる 
問５ 濃度を適切に計算する力をみる。 
問６ 共通イオン効果に関する理解をみる。 
 

問題４ 主にアルコール、エーテルを題材として，有機化学の基礎的な知識と応用力を問う。 

問１ 有機化合物の反応についての基礎的な知識を問う。 

問２ 有機化合物の反応についての基礎的な知識を問う。 

問３ 有機化合物の反応と異性体についての知識と理解度を問う。 

問４ 有機化合物の異性体についての知識と理解度を問う。 

問５ 有機化合物の反応についての基礎的な知識を問う。 

問６ 有機化合物の異性体についての理解度を問う。 

 

問題５ 高分子化合物であるペプチドの基礎的な知識・理解力および計算力を問う。 

問１ ペプチドに関する基本的な呈色反応の知識を問う。 



問２ ペプチドを構成するアミノ酸の性質に関する基本的な知識を問う。 

問３ ペプチドのアミノ酸配列を決定するための理解度を問う。 

問４ アミノ酸の化学反応を正しく理解し、適切に計算する力を問う。 

  



模範解答 

問題１ 

問１ ア：d  イ：b 

問２ 𝑣̅ = ሺଵ଴.଴଴ିଽ.଻ଽሻ×ଵ଴షరሺ଺଴ି଴ሻ = ଴.ଶଵ଺ × 10ିହ = 0.035 × 10ିହ 

よって 0 秒から 60 秒の間の平均速度は 3.5 × 10ି଻  (mol/(L ∙ s)) 

問３ e 

問４  

[k'について] 

式(3)より，図中にある直線の傾きが速度定数 k'に該当するため，これを求めれば良い。例えば
[I2]が 0.5 および 0.6 の点に着目すると 𝑘′ = (1.2 − 1.0ሻ × 10ି଺(0.6 − 0.5ሻ × 10ିଷ = 0.20.1 × 10ିଷ = 2.0 × 10ିଷ (/sሻ 
[k について] 

与えられた初期条件([H2] = 5.0×10-2 mol/L),前問の回答(k' = 2.0×10-3 /s)を式(3)に代入すると 𝑘 = ଶ.଴×ଵ଴షయହ.଴×ଵ଴షమ = 0.4 × 10ିଵ = 4.0 × 10ିଶ ൫L/(mol ∙ sሻ൯ 
問５ c，d 

問６ ウ：c  エ：a  オ：b  カ：c  キ：a 

 

問題２ 

問 1 単位格子 1 辺の⻑さを a とすると、単位格子の体積は a3  

銀原子 1 個の体積は 4/3×π×(√2/4×a)3 であり、単位格子には 4 個の銀原子が存在する。
          

充填率=（単位格子中の銀原子の体積）／単位格子の体積×100 

  =4×（4/3×π×(√2/4×a)3）／(a3×100) 

  =√2π/6×100        

  =72.3…    四捨五入して 72%   

答 72% 

 

問 2 12 個 

問 3 単位格子の 1 辺は銀の原子半径×4／√2 であり、単位格子には 4 個の銀原子が存在す
る。       

単位体積(1cm3)あたりの銀の原子数は、4/(銀の原子半径×4／√2)3 

  



原子数をアボガドロ定数で割ることでモル数が得られ、この値に原子量を乗じることで重量
が求められる。       

密度=4×110（原子量）/（6.0×1023（アボガドロ数）/(1.4×10−8×4／√2)3） 

 =4×110/6.0/（(1.4×2√2)3）×10=12.174…     

 四捨五入して 12g/cm3  

答 12g/cm3 

注：計算の過程が正しければ，上記以外の解答も正解とする。 

 

問 4 (a) AgNO3 + NaCl → NaNO3 + AgCl↓ 

(b) 2AgCl → 2Ag+Cl2 

問 5 4Cu+O2 → 2Cu2O 

問 6 Cu(NO3)2+2NaOH → 2NaNO3+Cu(OH)2↓ 

問 7 4 つの NH3 分子が、それぞれ所有している非共有電子対を介して、中心の Cu2+イオン
に正方形で配位結合している。 

問 8  

化学反応式 Cu+2AgNO3 → Cu(NO3)2+2Ag（析出）    

イオン化傾向の説明 単体の金属が水溶液中で電子を放出して陽イオンになる性質  

反応が進む理由  銅は銀よりもイオン化傾向が大きいため。  

 

問題３ 

問１ 
(a) S + O2 →SO2 
(b) 2SO2 + O2 → 2SO3 
(c) SO3 + H2O → H2SO4 
 
問２ 
溶液 1 L 中の質量は 

 1.8 [g/cm3] × 1000 [cm3] = 1800 [g] 
となる。その中に含まれている H2SO4 の質量は 98％なので 

1800 [g] ×98/100 = 1764 [g] 
となる。よって，H2SO4 (=98)の物質量は 

1764/98 [g/mol] = 18 [mol]  
これが 1 L に溶解しているので，硫酸の濃度は 18 mol/L となる。 
 
問３ 
現象 濃硫酸に蒸留水を加えると，液面で蒸発した水が飛び散る恐れがある。 
理由 濃硫酸は，密度や溶解熱が大きいため 
問４ 

ア C  イ C  ウ C ― Cα エ  Cα 又は C ＋ Cα   オ Cα 
※第二段階における前提条件の 

説明が不十分であったため， 
いずれも正答とします。 



 
問５ 
希硫酸中の[H+]濃度は， 
 [H+] = C + Cα ・・・・・（１） 
と表すことができる。 
また，希硫酸の pH が 2.0 なので， 
 [H+] = 0.01 mol/L ・・・・（２） 
となる。 
（１）と（２）および電離度α= 0.40 より 

C + 0.40 × C = 0.01 
1.4C = 0.01 
C = 0.00714 = 7.1×10-3 mol/L 

となる。 
 
問６ 
記号 (a) 
理由 硫酸ナトリウムの電離により SO42-が生じる。その結果，共通イオン効果により第二段
階の電離が抑制され，水素イオン濃度が減少し，pH は大きくなる。 
 
問題４ 
問１ 下線部(a) ヒドロキシ基 下線部(c) ホルミル基(アルデヒド基) 
問２ 名称 ヨードホルム 分子式 CHI3 
問３  

 
問４ B 
問５ エーテル結合 
問６ 6 
 
問題５ 
問１ ア ビゥレット イ キサントプロテイン 
問２ 1  Tyr  2  Ile  3  Gly  4  Glu 
問３ i  Ile-Tyr  ii  Tyr-Glu-Gly   iii  Ile-Tyr-Glu-Gly 
問４ 計算の過程 
  



   ジペプチド、トリペプチドにはそれぞれエステル結合が 1,2 個生成する。 
   RCOOH→RCOOCH2CH3 の変化より 
   エステル結合 1 個あたり C2H4 分子増加する。 
   C2H4 = 28 より、トリペプチド B の分子量は 28 x 2 = 56 増加する。 
   答  56 
 
 


